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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

　

回次
第41期

第１四半期連結
累計期間

第42期
第１四半期連結
累計期間

第41期

会計期間

自  平成24年
     １月１日
至  平成24年
     ３月31日

自  平成25年
     １月１日
至  平成25年
     ３月31日

自  平成24年
     １月１日
至  平成24年
     12月31日

売上高 (千円) 1,169,3581,205,8465,879,474

経常利益又は経常損失（△） (千円) △58,805 6,683 257,863

四半期(当期)純利益又は四半期純損失
（△）

(千円) 34,902 △3,650 285,459

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 39,178 △12,181 307,982

純資産額 (千円) 1,829,8612,060,3982,098,665

総資産額 (千円) 4,920,4815,067,4164,881,517

１株当たり四半期(当期)純利益金額又
は四半期純損失金額(△）

(円) 16.61 △1.73 135.69

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 16.50 - 134.77

自己資本比率 (％) 36.0 39.3 41.4

(注）１.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２.　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３.　第42期第1四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの1株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社デイトナ(E02877)

四半期報告書

 2/26



　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

　関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度
の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに決定又は締結した経営上の重要な契約はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断したもの
であります。

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政権交代による金融緩和をはじめ、経済政策へ

の期待感から、円安・株高が進行すると共に、景気の回復感も見られる状況となりました。

二輪車業界においても、2月には暴風雪が吹き荒れるなど、厳しい天候が続きましたが、3月には気

温も上昇し、春先の一大ベントである東京モーターサイクルショーでは来場者が過去最多の11万人

を超えるなど明るいスタートとなりました。

当社グループにおいても東京モーターサイクルショーへの出展、主要得意先の訪問など、シーズン

インに向けた取組みを積極的に進めました。

この結果当第１四半期連結累計期間の連結売上高は12億５百万円（前年同四半期期比3.1％増）、

営業利益は３百万円（前年同四半期期は営業損失58百万円）、経常利益は６百万円（前年同四半期

期は経常損失58百万円）、四半期純損失は３百万円（前年同四半期期は特別利益として店舗移転補

償金等があったため四半期純利益34百万円）となりました。

　
　

[国内拠点卸売事業]

国内拠点卸売事業においては、モーターサイクルショーへの出展、主要得意先への重点商品のセー

ルス活動などの販売促進策を推進し、ツーリング用品や、インターネット通販業者向けの販売が好調

に推移しました。この結果売上高は７億45百万円（前年同四半期期比8.2％増）、セグメント利益は

40百万円（前年同四半期期はセグメント損失１百万円）となりました。

　

[アジア拠点卸売事業]

車両カスタマイズパーツ関連の受注が比較的順調であったため、売上高42百万円（前年同四半期

期比93.7％増）、セグメント利益は１百万円（前年同四半期期はセグメント損失３百万円）となり

ました。

　

[小売事業]

小売事業においては、インターネット通販など、ユーザーの購買方法の変化が進む中、実在店舗と

しての魅力を高め、ユーザーの支持を得るために、従来のバイク用品・部品販売に加え、バイクレン

タル事業、中古パーツ販売、自転車販売、、また3月には柏店敷地内に新たな店舗を建設してトライア

ンフの新車販売事業を開始するなど、新しい取り組みと、接客の改善などによる来店動機付けの施策

を推進しております。また、前年7月に千葉湾岸店を閉店し、４店舗体制から３店舗体制となったこと

もあり、売上高は４億35百万円（前年同四半期期比9.8％減）、セグメント損失は42百万円（前年同

四半期期はセグメント損失52百万円）となりました。

　

[その他]

昨年末から開始した太陽光発電事業は本社屋上に設置した300kWの発電システムが天候も比較的

安定して推移したため、売上高は３百万円、セグメント利益は0.2百万円となりました。
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（２）財政状態の分析

（流動資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ6.1％増加し、25億53百万円となりました。これは、受取手形

及び売掛金が65百万円、たな卸資産が63百万円増加したことなどによります。

（固定資産）

固定資産は、前連結会計年度末に比べ1.6％増加し、25億13百万円となりました。これは、有形固定

資産が38百万円増加したことなどによります。この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ1億85百

万円増加し、50億67百万円となりました。

（流動負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ16.4％増加し、17億35百万円となりました。これは、短期借入

金が2億1百万円増加したことなどによります。

（固定負債）

固定負債は、前連結会計年度末に比べ1.6％減少し、12億71百万円となりました。これは、長期借入

金が54百万円増加しましたが、社債が68百万円減少したことなどによります。この結果、負債合計は、

前連結会計年度末に比べ2億24百万円増加し、30億7百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ1.8％減少し、20億60百万円となりました。

    　  　  　

（３）対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありま

せん。

　

（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は7,433千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,864,000

計 13,864,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年５月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,602,600 3,602,600
大阪証券取引所
JASDAQ

(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 3,602,600 3,602,600― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 平成25年３月31日 ― 3,602 ― 412,454 ― 340,117

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第1四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　
(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成24年12月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,497,900

―
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,104,200
　

21,042 同上

単元未満株式 普通株式 500
　

― 同上

発行済株式総数 3,602,600― ―

総株主の議決権 ― 21,042 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式72株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社デイトナ

静岡県周智郡森町一宮48051,497,900 ─ 1,497,900 41.58

計 ― 1,497,900 ─ 1,497,900 41.58
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年１月１日

から平成25年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年３月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、三優監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 436,637 428,285

受取手形及び売掛金 341,030 406,656

たな卸資産 1,484,877 1,548,190

その他 154,418 180,268

貸倒引当金 △9,340 △9,689

流動資産合計 2,407,622 2,553,712

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 750,039 780,874

土地 1,483,344 1,484,031

その他（純額） 161,821 168,525

有形固定資産合計 2,395,205 2,433,431

無形固定資産 29,744 27,763

投資その他の資産

その他 113,546 117,110

貸倒引当金 △64,601 △64,601

投資その他の資産合計 48,944 52,508

固定資産合計 2,473,894 2,513,703

資産合計 4,881,517 5,067,416

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 241,047 282,480

短期借入金 858,674 1,060,671

賞与引当金 16,096 36,107

その他 375,659 356,504

流動負債合計 1,491,478 1,735,763

固定負債

社債 432,320 363,480

長期借入金 771,204 826,036

退職給付引当金 685 784

その他 87,163 80,953

固定負債合計 1,291,373 1,271,253

負債合計 2,782,851 3,007,017
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 412,454 412,454

資本剰余金 341,182 341,182

利益剰余金 2,029,515 1,999,556

自己株式 △747,130 △747,130

株主資本合計 2,036,021 2,006,063

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 － △944

為替換算調整勘定 △14,533 △14,767

その他の包括利益累計額合計 △14,533 △15,711

少数株主持分 77,177 70,047

純資産合計 2,098,665 2,060,398

負債純資産合計 4,881,517 5,067,416
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年３月31日)

売上高 1,169,358 1,205,846

売上原価 750,527 759,234

売上総利益 418,831 446,612

販売費及び一般管理費 476,912 442,673

営業利益又は営業損失（△） △58,081 3,938

営業外収益

受取手数料 2,142 2,213

為替差益 1,680 4,111

その他 2,844 3,246

営業外収益合計 6,667 9,570

営業外費用

支払利息 5,840 5,158

その他 1,551 1,667

営業外費用合計 7,392 6,826

経常利益又は経常損失（△） △58,805 6,683

特別利益

固定資産売却益 659 －

店舗移転補償金 68,432 －

負ののれん発生益 30,981 －

特別利益合計 100,073 －

特別損失

固定資産除却損 540 －

特別損失合計 540 －

税金等調整前四半期純利益 40,726 6,683

法人税、住民税及び事業税 6,226 21,966

法人税等調整額 △4,190 △4,282

法人税等合計 2,036 17,684

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

38,690 △11,001

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3,787 △7,350

四半期純利益又は四半期純損失（△） 34,902 △3,650
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

38,690 △11,001

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 － △944

為替換算調整勘定 488 △235

その他の包括利益合計 488 △1,180

四半期包括利益 39,178 △12,181

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 35,385 △4,828

少数株主に係る四半期包括利益 3,792 △7,352
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　

　　　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第1四半期連結会計期間より、平成25年1月1

日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しており

ます。

　これによる、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

　

輸出取立手形割引高 23,724千円

受取手形裏書譲渡高 30,409千円

　　　

輸出取立手形割引高 48,255千円

受取手形裏書譲渡高 23,214千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　　　該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含

む。）、のれんの償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間 
(自　平成24年１月１日 
　至　平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間 
(自　平成25年１月１日 
　至　平成25年３月31日)

減価償却費 24,413千円

　 ─

負ののれん償却額 865千円

減価償却費 25,758千円

のれんの償却額 222千円

負ののれん償却額 865千円
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(株主資本等関係)

　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年3月31日）

　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月27日
定時株主総会

普通株式 22,058 10.5平成23年12月31日 平成24年３月28日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの　

　　　該当事項はありません。

　
　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）

　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月26日
定時株主総会

普通株式 26,307 12.5平成24年12月31日 平成25年３月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの　　　　　

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注）1

四半期連結
損益計算書
計上額(注）2国内拠点

卸売事業
アジア拠点
卸売事業

小売事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 665,06621,501482,7911,169,358 ― 1,169,358

  セグメント間の内部
　売上高　又は振替高

24,389 516 6 24,911△24,911 ―

計 689,45522,017482,7971,194,270△24,911 1,169,358

セグメント損失（△） △1,102 △3,109△52,631△56,842△1,238 △58,081

（注）1　セグメント損失(△)の調整額△1,238千円は、たな卸資産の調整額△1,525千円、固定資産の調整額280千円が含

まれております。

 2　セグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「小売事業」セグメントにおいて30,981千円の負ののれん発生益を計上しております。これは、当社が

連結子会社である株式会社ライダーズ・サポート・カンパニーの株式を取得したことによるものであり

ます。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　
　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)3

国内拠点
卸売事業

アジア拠点
卸売事業

小売事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 728,28438,641435,3751,202,3013,5451,205,846― 1,205,846

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

17,4804,003 ― 21,483 ― 21,483△21,483 ―

計 745,76542,644435,3751,223,7853,5451,227,330△21,4831,205,846

セグメント利益又は
損失（△）

40,7211,374△42,191 △95 246 151 3,7873,938

（注）1.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業であります。

 2.　セグメント利益又は損失(△)の調整額3,787千円には、セグメント間取引消去949千円、棚卸資産調整額2,603

千円、固定資産調整額218千円、貸倒引当金調整額15千円が含まれております。

 3.　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

　

EDINET提出書類

株式会社デイトナ(E02877)

四半期報告書

20/26



　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年３月31日)

（1）１株当たり四半期純利益又は四半期純損失金額
（△）

　　16円　61銭 　△1円　73銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益又は四半期純損失金額(△)(千円) 34,902 △3,650

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失金額　
　(△)(千円）

34,902 △3,650

普通株式の期中平均株式数(株) 2,100,995 2,104,628

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 16円50銭 ─

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） ─ ─

普通株式増加数（株） 13,373 ─

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

（注）当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

当社は、平成25年４月９日開催の取締役会において、下記の設備投資を行うことを決議いたしまし

た。

１．設備投資の目的、内容　

　　　太陽光発電装置約500kW発電設備の設置

２．設備投資の予定額

　　　約1.66億円

３．資金の調達方法

　　　借入金

４．設備の導入予定時期

　　　平成25年11月以降
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年５月14日

株式会社デイトナ

取　締　役　会  　御　中

　

三優監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    林　　寛尚　　　　    印

　
業務執行社員 　 公認会計士    八代　英明　　　　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社デイトナの平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成25年1月1日から平成25年3月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年3月31
日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包
括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社デイトナ及び連結子会社の平成25年
３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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